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七
夕
コ
ン
サ
ー
ト 

 

「
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・

シ
リ
ー
ズ
」
第
三
十
九
回
「
子
ど
も

の
た
め
の
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
～
音
楽

で
恋
の
魔
法
を
か
け
よ
う
～
」
を
七

月
五
日
（
土
）
に
本
学
講
堂
で
開
催

し
ま
し
た
（
第
一
部
、
十
一
時
開
演
、

第
二
部
、
十
五
時
開
演
、
来
場
者
数
・

第
一
部
、
四
百
十
六
名
／
第
二
部
、

二
百
十
五
名
、
計
六
百
三
十
一
名
）
。 

 

出
演
は
「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
（
実
習
）」
履
修
生
と
賛
助
出
演

の
学
生
合
わ
せ
て
十
三
名
で
す
（
ピ

ア
ノ
・
今
川
裕
美
、
上
田
美
幸
、
中

川
真
帆
、
三
木
理
花
絵
、
声
楽
・
城

井
礼
衣
子
、
寺
脇
優
子
、
フ
ル
ー
ト
・

岩
井
香
那
、
岡
亜
梨
沙
、
喜
多
望
有
、

田
中
佑
奈
、
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
・

山
内
愛
、
打
楽
器
・
山
田
り
さ
、
お

話
・
益
田
多
夏
）。 

今
回
の
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
の
テ
ー

マ
は
「
音
楽
で
恋
の
魔
法
を
か
け
よ

う
」
で
す
。
七
夕
の
物
語
に
ち
な
ん

で
、
恋
に
ま
つ
わ
る
音
楽
を
中
心
に

選
び
、
織
姫
様
と
彦
星
様
が
出
会
え

る
よ
う
に
、
音
楽
の
力
で
呼
び
寄
せ

よ
う
と
い
う
構
成
で
進
め
ま
し
た
。 

開
幕
は
、
ア
ル
デ
ィ
ー
テ
ィ
作
曲

〈
口
づ
け
〉。
フ
ル
ー
ト
二
本
、
ピ
ア

ノ
、
グ
ロ
ッ
ケ
ン
、
ト
ー
ン
・
チ
ャ

イ
ム
と
ソ
プ
ラ
ノ
二
名
で
、
好
き
な

人
を
思
う
気
持
ち
を
華
や
か
に
演
奏

し
ま
し
た
。 

次
は
、
ピ

ア

ノ

演

奏

で
三
曲
。 

 

ま

ず

は

独

奏

で

プ

ロ

コ

フ

ィ

エ

フ

作

曲

《
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
》
組
曲

よ
り
第
六
番
。
演
奏
に
先
立
っ
て
場

面
を
説
明
し
、
情
景
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
聴
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
二
台
ピ
ア
ノ
の
演
奏
で
二

曲
。
エ
ル
ガ
ー
作
曲
〈
愛
の
挨
拶
〉

は
作
曲
者
が
婚
約
者
に
捧
げ
た
曲
で
、

美
し
い
旋
律

を
二
台
の
ピ

ア
ノ
が
呼
び

交
す
よ
う
に

歌
い
ま
す
。

一
方
、
ミ
ヨ

ー
作
曲
《
ス

カ
ラ
ム
ー
シ

ュ
》
の
第
三
楽
章
〈
ブ
ラ
ジ
ル
の
女
〉

は
、
弾
け
る
よ
う
な
サ
ン
バ
の
リ
ズ

ム
が
楽
し
い
陽
気
な
曲
で
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
二
人
が
熱
演
し
ま
し
た
。 

 

以
上
、
三
曲
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
振

り
返
っ
て
、「
同
じ
楽
器
で
も
、
曲
に

よ
っ
て
様
々
な
気
持
ち
を
表
わ
す
こ

と
が
で
き
る
」
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
、
ロ
ジ
ャ
ー
ス
作
曲
〈
ド

レ
ミ
の
う
た
〉
を
題
材
に
、
会
場
の

子
ど
も
た
ち
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
な
い
ま
し
た
。
全
員
で
一
度
歌
っ

た
後
、
ド
・
レ
・
ミ
・
フ
ァ
・
ソ
・

ラ
・
シ
・
ド
の
音
の
札
を
持
っ
た
出

演
者
が
舞
台
前
に
登
場
。
音
に
は
一



 - 2 - 

つ
一
つ
名
前
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
、
音
の
階
段
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
確
か
め
ま
し
た
。
次
に
階
段

を
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
、
「
ド
・
ミ
・

ミ
ー
・
ミ
・
ソ
・
ソ
ー
」
を
一
緒
に

歌
っ
て
か
ら
、
リ
ズ
ム
に
移
り
ま
す
。

会
場
を
二
つ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
担
当
す
る
リ
ズ
ム
を
練
習
し
ま
す
。

「
ソ
ー
ド
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ミ
ー
ド
ー

レ
ー
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
、

両
方
の
リ
ズ
ム
を
同
時
に
叩
い
た
後
、

音
の
階
段
、
ジ
ャ
ン
プ
、
リ
ズ
ム
と

続
け
て
演
奏
し
、
皆
で
一
つ
の
音
楽

を
作
り
ま
し
た
。「
私
た
ち
の
身
体
も

楽
器
に
な
れ
る
」
こ
と
を
感
じ
て
も

ら
え
た
よ
う
で
、
客
席
に
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が

見
ら
れ
ま

し
た
。 

次
は
、

フ
ル
ー
ト

四
本
の
ア

ン
サ
ン
ブ

ル
で
ラ
イ

ヒ
ャ
作
曲
《
シ
ン
フ
ォ
ニ
コ
》
ニ
長

調
の
第
一
楽
章
。
演
奏
の
前
に
は
、

司
会
者
が
フ
ル
ー
ト
奏
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す

る
形
で
楽

器
の
紹
介

も
行
な
い

ま
し
た
。 

今
度
は
、

歌
を
続
け

て
二
曲
。

プ
ッ
チ
ー

ニ
の
オ
ペ
ラ
《
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ

キ
》
よ
り
〈
私
の
大
好
き
な
お
父
さ

ん
〉
を
独
唱
で
、
ロ
イ
ド
・
ウ
ェ
バ

ー
作
曲
〈
ピ
エ
・
イ
エ
ズ
〉
を
ソ
プ

ラ
ノ
の
デ
ュ
オ
で
演
奏
し
、
二
人
が

奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
耳
を
傾
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
〈
き
ら
き
ら

星
変
奏
曲
〉
よ
り
、
テ
ー
マ
と
三
つ

の
変
奏
を
ピ
ア
ノ
で
演
奏
。
色
々
な

形
に
変
わ
っ
て
い
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

注
意
し
て
聴
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
フ
ラ
ン
ス
民
謡
〈
き
ら

き
ら
星
〉
を
会
場
と
一
緒
に
歌
っ
た

と
こ
ろ
、
元
気
な
歌
声
が
天
に
届
い

た
の
か
、
織
姫
様
と
彦
星
様
が
会
場

に
到
着
し
て
、
舞
台
左
上
方
の
壁
に

二
人
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
お
祝
い
の
曲
と
し
て
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
の
〈
結
婚
行
進
曲
〉
を

フ
ル
ー
ト
四
本
、
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ

ン
、
シ
ン
バ
ル
の
編
成
（
松
尾
璃
奈

編
曲
）
で
演
奏
。
会
場
後
方
か
ら
の

大
き
な
音
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
い
た

様
子
で
し
た
が
、
後
ろ
を
振
り
返
っ

て
見
上
げ

な
が
ら
真

剣
に
聴
い

て
く
れ
ま

し
た
。 

最
後
は
、

下
総
皖
一

作
曲
〈
た
な

ば
た
さ
ま
〉
を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

口
を
大
き
く
開
け
て
歌
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
を
見
て
、
終
演
す
る
の
が

名
残
惜
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

終
演
後
に
は
、
ピ
ア
ノ
、
パ
イ
プ
・

オ
ル
ガ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、
ト
ー
ン
・

チ
ャ
イ
ム
、
ウ
ィ
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ム

の
楽
器
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

こ
の
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
私
た

ち
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
の
初
舞
台

で
し
た
。
企
画
の
準
備
段
階
で
何
度

も
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
ま
し
た
が
、
何

も
か
も
初
め
て
の
私
た
ち
を
、
津
上

智
実
先
生
を
は
じ
め
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
要
員
の
東
瑛
子
さ
ん
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
と
学
生
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
支
え
て

く
れ
た
お
蔭
で
、
笑
顔
で
成
功
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

客
席
か
ら
暖
か
い
拍
手
を
送
っ
て
下

さ
っ
た
観
客
の
皆
様
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 （

城
井
礼
衣
子
・
記
） 
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学
外
ア
ウ
ト
リ
ー
チ 

 

   

国
立
病
院
機
構 
刀
根
山
病
院 

（
二
〇
一
三
年
度
生
） 

 

三
月
六
日
（
木
）
十
四
時
か
ら
、

国
立
病
院
機
構 

刀
根
山
病
院
（
豊
中

市
刀
根
山
五
丁
目
一
―
一
）
Ｂ
棟
二

階
ホ
ー
ル
に
て
「
春
の
そ
よ
風
コ
ン

サ
ー
ト
」（
六
十
分
）
を
行
い
ま
し
た

（
ソ
プ
ラ
ノ
・
山
田
絵
梨
香
、
ハ
ー

プ
・
田
中
茜
、
ホ
ル
ン
・
増
田
明
日

香
、
フ
ル
ー
ト
・
廣
瀬
紀
衣
、
山
川

美
和
、
ピ
ア
ノ
・
山
本
里
紗
、
中
川

真
帆
、
ピ
ア
ノ
＆
編
曲
・
松
尾
璃
奈
）
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
に
当
た
っ
て
は
、

患
者
さ
ん
た
ち
が
季
節
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、「
こ
の
曲
知
っ
て
る
！
」
と

い
う
喜
び
を
感
じ
た
り
懐
か
し
ん
だ

り
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
学
生
で
あ

る
私
た
ち
が
「
今
」
で
き
る
こ
と
の

三
点
を
軸
に
、
舞
台
の
飾
り
や
手
作

り
の
楽
器
も
準
備
し
て
臨
み
ま
し
た
。 

 

初
め
に
ア
ー
レ
ン
作
曲
〈
虹
の
彼

方
に
〉（
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、

ホ
ル
ン
、
ハ
ー
プ
）
と
ヨ
ハ
ン･

シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
二
世
作
曲
〈
春
の
声
〉（
フ

ル
ー
ト
二
重
奏
）、
そ
し
て
ア
ッ
セ
ル

マ
ン
作
曲
〈
五
月
の
歌
〉（
ハ
ー
プ
独

奏
）
の
三
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

次
に
、
エ
ル
ガ
ー
作
曲
〈
愛
の
挨

拶
〉（
フ
ル
ー
ト
二
重
奏
）
に
の
せ
て

簡
単
な
体
操

を
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

 

続
い
て
、

会
場
の
皆
様

と
一
緒
に
服

部
良
一
作
曲

〈
青
い
山
脈
〉
と
万
城
目
正
作
曲
〈
リ

ン
ゴ
の
唄
〉
を
演
奏
し
ま
し
た
。〈
リ

ン
ゴ
の
唄
〉
で
は
、
手
作
り
の
楽
器

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
小
豆
を
入

れ
た
も
の
）
を
配
り
、
一
番
は
合
唱
、

二
番
は
手
作
り
楽
器
で
の
合
奏
、
三

番
は
合
唱
と
合
奏
を
合
わ
せ
る
と
い

う
形
に
し
ま
し
た
。
う
ま
く
い
く
か

ど
う
か
心
配
で
し
た
が
、
会
場
の
皆

さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
を
見
て

安
心
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、

マ
ス
カ
ー

ニ
作
曲
〈
ア

ヴ
ェ･

マ
リ

ア
〉（
声
楽
、

フ
ル
ー
ト
、

ハ
ー
プ
）
と

ベ
ル
ト
ゥ

ロ
作
曲
〈
蛍
の
光
変
奏
曲
〉（
ホ
ル
ン
、

ピ
ア
ノ
）、
松
尾
璃
奈
編
曲
《
春
メ
ド

レ
ー
》（
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、

ホ
ル
ン
、
ハ
ー
プ
）
を
聞
い
て
頂
き

ま
し
た
。《
春
メ
ド
レ
ー
》
で
は
、〈
ど

こ
か
で
春
が
〉
や
〈
花
の
街
〉
な
ど

を
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
下
さ
る
お
客

様
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
最
後
に
、
中
村
八
大
作
曲
〈
上
を

向
い
て
歩
こ
う
〉
と
見
岳
章
作
曲
〈
川

の
流
れ
の
よ
う
に
〉
、
文
部
省
唱
歌

〈
ふ
る
さ
と
〉
を
会
場
の
皆
様
と
一

緒
に
歌
い
ま
し
た
。 

 

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
事
前
研
修
時

に
「
み
な
さ
ん
が
大
好
き
な
曲
」
と

伺
っ
た
大
友
良
英
作
曲
〈
あ
ま
ち
ゃ

ん
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
テ
ー
マ
〉
を
演

奏
し
ま
し
た
。
お
客
様
に
は
手
作
り

楽
器
を
鳴
ら
し
て
頂
い
て
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
お
客

様
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
〈
春
の
声
〉

と
〈
上
を
向
い
て
歩
こ
う
〉
を
再
度

演
奏
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

一
年
の
実
習
の
締
め
く
く
り
と
も

い
え
る
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
タ
ー

ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
の
現
場
に
お
い
て

「
今
」
を
生

き

る

一

人

ひ

と

り

の

大

切

な

時

間
の
中
で
、

私

た

ち

が

「
今
」
で
き

る
「
最
大
限
の
音
楽
」
の
時
間
を
一

緒
に
過
ご
し
て
頂
け
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。 

（
山
田
絵
梨
香
・
記
） 
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特
定
非
営
利
活
動
法
人 

も
み
の
木 

（
二
〇
一
三
年
度
生
） 

 

三
月
十
三
日
（
木
）
十
四
時
半
か

ら
特
定
非
営
利
活
動
法
人
も
み
の
木

（
兵
庫
県
神
戸
市
鹿
の
子
台
北
町
一

丁
目
二
十
番
七
号
）
に
て
「
ス
プ
リ

ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」（
四
十
五
分
）

を
行
い
ま
し
た
。 

 

対
象
は
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者

の
蔭
山
武
史
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
と

友
人
二
名
の
計
六
名
で
す
。
山
田
絵

梨
香
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
廣
瀬
紀
衣
（
フ

ル
ー
ト
）
、
松
尾
璃
奈
（
ピ
ア
ノ
・
編

曲
）
の
三
名
で
演
奏
し
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
の
実
習
は
多
人
数
を
対
象

と

す

る

も

の
で

し

た

が
、
今
回
は

少

人

数

で

音

楽

の

届

け

先

が

は

っ
き

り

し

て

い

た

の

で
、
事
前
に
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
伺
っ

た
上
で
、
皆
さ
ん
に
安
ら
い
で
も
ら

え
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
ア
ー
レ
ン
作
曲
〈
虹
の
彼

方
に
〉
を
ソ
プ
ラ
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、

ピ
ア
ノ
の
編
成
（
松
尾
璃
奈
編
曲
）

で
演
奏
し
、
私
た
ち
の
音
楽
を
通
し

て
い
ろ
ん
な
世
界
を
の
ぞ
い
て
も
ら

え
た
ら
と
い
う
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。 

次
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ソ

ロ
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、

シ
ョ
パ
ン
作

曲
〈
ノ
ク
タ

ー
ン
〉
変
ホ
長
調
、
作
品
九
―
二
を

ピ
ア
ノ
独
奏
し
た
後
、
ソ
プ
ラ
ノ
独

唱
で
テ
ィ
リ
ン
デ
ッ
リ
作
曲
〈
お
お
、

春
よ
〉、
フ
ル
ー
ト
独
奏
で
エ
ル
ガ
ー

作
曲
〈
愛
の
挨
拶
〉
を
ピ
ア
ノ
伴
奏

で
演
奏
し
ま
し
た
。
お
話
も
、
目
の

前
の
お
客
様
に
話
し
か
け
る
よ
う
な

言
葉
を
選
ん
で
準
備
し
て
い
き
ま
し

た
。 こ

こ
で
リ

ク
エ
ス
ト
曲

の
一
つ
、
ホ

ル

ス

ト

作

曲
・
坂
本
昌

之

編

曲

の

〈
ジ
ュ
ピ
タ

ー
〉
を
三
人
で
演
奏
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
で

プ
ー
ラ
ン
ク
作
曲
〈
フ
ル
ー
ト
・
ソ

ナ
タ
〉
よ
り
第
三
楽
章
、
ピ
ア
ノ
独

奏
で
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
作
曲
《
前
奏
曲

集 

第
一
巻
》
よ
り
〈
亜
麻
色
の
髪
の

乙
女
〉
を
演
奏
し
て
、
ソ
ロ
楽
器
の

ま

た

違

っ

た

面

を

紹

介

し

ま

し

た
。 再

び

三

人

の

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

で
マ
ス
カ
ー
ニ
作
曲
〈
ア
ヴ
ェ
・
マ

リ
ア
〉
を
演
奏
し
、
三
つ
の
楽
器
の

重
な
る
響
き
に
耳
を
傾
け
て
頂
き
ま

し
た
。 

最
後
に
、
蔭
山
さ
ん
自
身
が
昨
年

作
詞
さ
れ
た
〈
ソ
ラ
ノ
カ
ナ
タ
〉（
中

越
雄
大
作
曲
）
を
ソ
プ
ラ
ノ
、
フ
ル

ー
ト
、
ピ
ア
ノ
の
編
成
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
演
奏
し
ま
し
た
（
松
尾
璃
奈
編

曲
）
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
印
刷
せ
ず
に

伏
せ
て
お
い
た
の
で
、
こ
の
曲
を
演

奏
し
ま
す
と
言
っ
た
時
に
は
驚
か
れ

た
様
子
で
、
と
て
も
喜
ん
で
下
さ
い

ま
し
た
。 

終
演
後
の
お
話
で
、
お
母
様
か
ら

「
明
日
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

い
う
お
言
葉
を
頂
き
、
私
た
ち
も
「
が

ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。 

（
廣
瀬
紀
衣
・
記
） 
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卒
業
生
の
活
動 

   

私
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と 

「
ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」 

 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
二
期
生 

田
中
奈
津
紀 

 ■
 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
の
出
会
い 

 私
は
「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
」
の
二
期
生
と
し
て
、
三
年
次
後

期
の
講
義
と
、
四
年
次
の
実
習
と
を

履
修
し
ま
し
た
。 

 

き
っ
と
音
楽
学
部
の
皆
さ
ん
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
私
は
幼
い
頃
か

ら
音
楽
が
好
き
で
、
ピ
ア
ノ
に
触
れ
、

そ
れ
を
自
分
の
専
門
と
し
て
学
ぶ
こ

と
に
何
の
迷
い
も
な
く
大
学
ま
で
進

み
ま
し
た
が
、
三
回
生
に
な
っ
た
頃

か
ら
卒
業
後
の
進
路
や
将
来
を
考
え

出
し
、「
私
は
な
ぜ
音
楽
を
学
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
、
音
楽
を
通
じ
て
私
は

何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
問

い
に
向
き
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
の

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。「
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
」
と
は
「
手
を
伸
ば
す
こ
と
」「
よ

り
遠
く
に
達
す
る
こ
と
」
と
聞
い
て
、

そ
の
言
葉
が
当
時
の
私
の
心
に
す
っ

と
染
み
込
み
、「
私
は
音
楽
を
通
じ
て

何
が
し
た
い
の
か
」
と
い
う
問
い
に

答
え
を
出
せ
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

履
修
を
決
め
ま
し
た
。 

 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
一
年
半
の
学
び

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
同
じ
思
い

を
持
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
音
楽

を
通
じ
て
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
す
る
楽
し
さ
、
演
奏
者
・
聴
衆

と
い
う
枠
を
超
え
て
様
々
な
思
い
を

共
有
で
き
た
時
の
感
動
な
ど
、
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
の
す
ば
ら
し
い
瞬
間

を
経
験
し
ま
し
た
。
実
際
の
方
法
と

し
て
、
聴
き
手
の
関
心
に
沿
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
構
成
の
考
え
方
や
伝
え
方
、

演
奏
ス
タ
イ
ル
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、「
音
楽
を
ど
う
魅

せ
る
か
」
と
い
う
視
点
で
多
く
を
学

び
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
の

音
楽
と
の
向
き
合
い
方
を
方
向
づ
け

た
一
年
半
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

■
 

卒
業
後
と 

「
ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」 

 
 

大
学
卒
業
以
来
の
約
十
一
年
間
、

私
は
教
育
・
研
究
機
関
で
秘
書
業
務

や
教
育
広
報
な
ど
の
仕
事
を
し
な
が

ら
、
主
に
医
療
機
関
で
患
者
さ
ん
向

け
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
活
動
の
中
心
を
医
療
機
関
と
し

て
い
る
の
は
、
私
自
身
が
大
学
卒
業

直
前
に
病
を
得
た
時
に
音
楽
が
大
き

な
力
に
な
っ
て
く
れ
た
と
い
う
経
験

が
あ
り
、
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
医

療
現
場
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う

想
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
原
動
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
か
ら
、
今

回
は
芦
屋
市
立
芦
屋
病
院
の
「
ほ
の

ぼ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
は
毎

月
開
催
の

患
者
さ
ん

向
け
コ
ン

サ
ー
ト
で
、

私
は
二
〇

一
二
年
の

開
始
時
か

ら
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、

こ
の
八
月
に
は
二
十
六
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。 

 

「
ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
「
芦

屋
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
バ
ン
ド (

Ａ
Ｃ

Ｂ)

」
が
企
画
・
演
奏
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
名
の
通
り
「com

fort = 

安

ら
ぎ
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
市
立
芦

屋
病
院
の
職
員
有
志
で
結
成
さ
れ
た

バ
ン
ド
で
、

足

り

な

い

楽

器

に

つ

い
て
は
、
ピ

ア

ノ

の

私

の
よ
う
に
、

病

院

外

か

ら

数

名

が

参

加

し

て

い
ま
す
。
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
の
サ
キ

ソ
フ
ォ
ン
を
は
じ
め
、
ベ
ー
ス
、
ギ

タ
ー
、
カ
ホ
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

フ
ル
ー
ト
な
ど
、
多
彩
な
面
々
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

患
者
さ
ん
の
好
み
や
距
離
感
を
計

る
と
い
っ
た
試
行
錯
誤
の
末
、
こ
こ

一
年
で
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
基
本
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
毎
月
第
一
木
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曜
日
の
十
七
時
か
ら
約
三
十
分
間
の

演
奏
で
、
曲
数
は
五
曲
（
と
ア
ン
コ

ー
ル
）
と
し
、
季
節
感
を
出
す
こ
と
、

曲
の
ジ
ャ
ン
ル
が
偏
ら
な
い
こ
と
、

メ
イ
ン
の
楽
器
が
偏
ら
な
い
こ
と

（
ど
の
楽
器
も
主
役
と
な
る
箇
所
を

作
る
）、
一
曲
は
患
者
さ
ん
が
口
ず
さ

め
る
歌
に
す
る
こ
と
、
を
ポ
イ
ン
ト

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
ま
す
。 

 

曲
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
、
日
本

歌
曲
、
歌
謡
曲
、
Ｊ
ポ
ッ
プ
、
洋
楽
、

映
画
音
楽
、

ジ
ャ
ズ
、
ア

ニ

メ

の

主

題
歌
ま
で
、

ジ

ャ

ン

ル

を

問

わ

ず

様

々

な

曲

を

準

備

し

ま
す
。
患
者

さ
ん
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
れ
ば
、

で
き
る
限
り
そ
れ
に
応
え
ま
す
。 

 

一
見
、
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
月
に

一
度
の
ペ
ー
ス
で
す
か
ら
、
そ
れ
な

り
に
大
変
で
す
。
毎
回
コ
ン
サ
ー
ト

終
了
時
に
、
今
回
の
反
省
と
次
回
の

曲
目
案
を
出
し
合
い
、
楽
譜
を
準
備

し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
（
約
二
時
間
）

を
二
回
行
い
、
本
番
を
迎
え
る
と
い

う
サ
イ
ク
ル
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

一
ヶ
月
が
経
ち
ま
す
。 

 

コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
同
じ
場
所
で

継
続
す
る
に
は
、
上
記
の
よ
う
な
運

営
サ
イ
ク
ル
の
デ
ザ
イ
ン
、
メ
ン
バ

ー
の
相
互
理
解
、
環
境
、
周
囲
の
理

解
な
ど
、
様
々
な
要
素
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
整
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

継
続
す
る
か
ら
こ
そ
、
演
奏
グ
ル
ー

プ
と
し
て
の
個
性
が
生
ま
れ
、
音
楽

的
成
長
が
で
き
、
演
奏
者
と
聴
き
手

の
結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
、

そ
れ
も
病
院
全
体
の
理
解
と
サ
ポ
ー

ト
が
あ
っ
て
こ
そ
と
い
う
有
難
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。 

 ■

聴
き
手
（
患
者
さ
ん
）
が
主
役 

  

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
患
者
さ
ん

が
演
奏
で
参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
姿
に
他
の
患
者
さ
ん
も
勇
気
づ

け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
ご
本
人
も
、

入
院
当
初
に
は
、
ま
さ
か
病
院
で
演

奏
す
る
機
会
が
あ
る
な
ん
て
想
像
も

し
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 

コ
ン
サ
ー
ト
で
患
者
さ
ん
の
様
子

を
見
て
い
る
と
、
若
か
っ
た
頃
の
思

い
出
に
浸
る

人
、
今
の
流

行
歌
に
触
れ

て
新
た
な
楽

し
み
を
見
つ

け
る
人
、
病

院
ス
タ
ッ
フ

の
普
段
と
は

別
の
一
面
を
み
て
フ
ァ
ン
に
な
る
人

な
ど
、
わ
ず
か
三
十
分
の
間
に
、
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
瞬
間
が
数
々
あ
り

ま
す
。
退
院
し
た
方
が
聴
き
に
来
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
ん
な
時
に
は
職
員

も
一
緒
に
な
っ
て
、
ま
る
で
同
窓
会

の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
。
患

者
さ
ん
と
ご
家
族
が
静
か
に
手
を
取

り
合
っ
て
聴
い
て
い
る
姿
を
見
る
と
、

言
葉
で
は
表
せ
な
い
お
互
い
の
思
い

を
、
音
楽
を
通
じ
て
共
有
さ
れ
て
い

る
の
か
な
と
感
じ
た
り
し
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
「
ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ

ー
ト
」
は
音
楽
を
通
じ
て
、
患
者
・

職
員
と
い
っ
た
立
場
の
垣
根
を
越
え

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
生

み
出
す
と
共
に
、
聴
き
手
（
患
者
さ

ん
）
が
主
役
に
な
れ
る
瞬
間
を
創
り

だ
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 ■
 

病
院
で
の
活
動
を
通
じ
て 

 
 

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
音
楽
は
聴
き
手
が
あ
っ
て
こ
そ

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

演
奏
者
は
、「
手
を
伸
ば
す
こ
と
」
と

い
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
本
来
の
意
味

の
通
り
、
ま
ず
は
自
ら
動
き
、
相
手

（
聴
き
手
）
を
十
分
に
理
解
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
上
で
奏
で

ら
れ
る
音
楽
は
、
お
互
い
に
大
き
な

力

を

も

た

ら
し
ま
す
。

こ

れ

は

神

戸

女

学

院

の

学

院

標

語
「
愛
神
愛

隣
」
の
実
践

そ

の

も

の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
理
念
を
心
に
、

仲
間
た
ち
と
共
に
地
道
に
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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今
後
の
催
し 

  

  

第
五
回 

音
で
遊
ぼ
う
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も
の
た
め
の 

音
楽
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

  

今
年
も
「
音
で
遊
ぼ
う
！
子
ど
も

の
た
め
の
音
楽
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
九
月
二
十
七
日
（
土
）
九
時

半
か
ら
十
六
時
ま
で
本
学
音
楽
館
ホ

ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
英
国
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
音
楽

院
で
長
年
、
培
わ
れ
て
来
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
優
れ

た
精
神
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
学
ぶ
形
で
、

二
〇
〇
七
年
か
ら
〇
八
年
、
一
二
年
、

一
三
年
と
実
施
し
て
き
た
も
の
で
、

今
回
が
五
回
目
で
す
。
六
月
に
同
校

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
修
士
課
程
を
修
了

し
た
ば
か
り
の
若
い
音
楽
家
（
ポ
ル

ト
ガ
ル
出
身
の
ジ
ョ
ア
ナ
・
ア
ロ
ー

ジ
ョ
と
テ
レ
ー
ザ
・
カ
ン
ポ
ス
の
二

名
）
を
日
本
に
招
聘
し
、
九
月
二
十

四
日
か
ら
四
日
間
、
学
生
対
象
の
「
音

楽
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
特
別
研

修
」
を
行
い
、
そ
の
仕
上
げ
と
し
て

最
終
日
に
近
隣
の
子
ど
も
た
ち
の
参

加
を
得
て
実
施
し
ま
す
。 

 

誰
も
が
秘
め
て
い
る
音
楽
的
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
楽
し
く
引
き
出
し
、
お

互
い
を
よ
く
聞
い
て
、
そ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
て
行
く
作
業
は
、
音
楽
の

も
つ
根
源
的
な
力
と
可
能
性
を
改
め

て
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
関
心
の

あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。 

  

子
ど
も
の
た
め
の 

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト 

 

「
子
ど
も
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
〜
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
魅

力
」
（
「
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー

ト
・
シ
リ
ー
ズ
」
第
四
十
回
）
を
十

月
十
三
日
（
土
）、
神
戸
女
学
院
講
堂

で
開
催
し
ま
す
（
十
一
時
と
十
五
時

の
二
回
公
演
）
。 

 

出
演
は
、「
ベ
ル
・
カ
ン
ト
・
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
」（
歌
う
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
五

人
組
）
の
鶴
房
采
花
、
藤
井
美
波
、

吉
田
梨
絵
、
小
南
友
里
加
（
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
）
と
田
村
佳
子
（
バ
ス
・
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
）
に
、
卒
業
生
の
松
尾

璃
奈
（
ピ
ア
ノ
）
と
祐
成
麻
奈
未
（
お

話
）
の
諸
氏
で
す
。 

 

バ
ロ
ッ
ク
か
ら
現
代
ま
で
の
曲
を

演
奏
し
な
が
ら
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の

魅
力
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
終
演

後
に
は
、
ピ
ー
ボ
ー
ン
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ま
す
。
本
シ
リ
ー
ズ
初

の
金
管
楽
器
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
ど

う
ぞ
御
期
待
下
さ
い
。 

  

子
ど
も
の
た
め
の 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト 

 
「
子
ど
も
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト
〜
オ
ル
ガ
ン
と
歌
で
綴

る
ク
リ
ス
マ
ス
の
物
語
〜
」
（
「
子
ど

も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー

ズ
」
第
四
十
一
回
）
を
十
二
月
十
三

日
（
土
）
十
一
時
か
ら
神
戸
女
学
院

講
堂
で
開
催
し
ま
す
（
一
回
公
演
、

対
象
は
三
歳
以
上
）
。 

 

出
演
は
日
本
を
代
表
す
る
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
の
松
居
直
美
（
本
学
音
楽
学

部
講
師
）
、
卒
業
生
の
ソ
プ
ラ
ノ
鬼
一

薫
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
菊
本
恭
子

と
小
林
真
奈
美
の
諸
氏
、
そ
し
て
音

楽
学
部
の
学
生
た
ち
で
す
。 

 

パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
に
つ
い
て
の

ミ
ニ
講
座
に
続
い
て
、
イ
エ
ス
の
降

誕
の
物
語
を
、
バ
ロ
ッ
ク
の
宗
教
曲

を
中
心
に
、
オ
ル
ガ
ン
独
奏
と
ソ
プ

ラ
ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
二
重
奏
と
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
綴
り
ま
す
。
大
鹿

智
子
の
描
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス

ト
と
共
に
、
き
っ
と
心
洗
わ
れ
る
す

て
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
終
演
後
の
オ
ル
ガ
ン
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。 

 

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
上
智
実
） 
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◎アウトリーチ 

2014年 10月 18日（水） 大阪市立総合医療センター 
2014年 10月 31日（金） 国立病院機構兵庫中央病院 
2014年 11月 11日（火） 西宮市立春風幼稚園 
2014年 11月 20日（木） 神戸市立医療センター中央市民病院 
2014年 11月 29日（土） 野木病院 
2014年 12月       雲雀丘学園小学校（日程調整中） 
2015年 23月           国立病院機構刀根山病院（日程調整中） 

  
◎ワークショップ 

「第５回 音で遊ぼう！子どものための音楽作りワークショップ」 
日時：2014年 9月 27日（土）9：30～16：00 
場所：神戸女学院大学 音楽館ホール 
講師：英国ロンドン市立ギルドホール音楽院リーダーシップ専攻修了者 
対象：小学生･中学生･高校生 先着 40名 
参加費：無料  
応募方法：アウトリーチ・センターのホームページをご覧ください。 

 
◎子どものためのコンサート・シリーズ 
「第 40回 子どものためのスペシャル・コンサート ～トロンボーンの魅力～」 
日時：2014年 10月 11日（土） 

第 1部 11：00開演（年齢制限なし、未就学児対象） 
第 2部 15：00開演（小学生以上対象 ※未就学のお子様は入場できません） 

会場：神戸女学院講堂 
出演：ベル･カント･トロンボーン Bell Canto Trombone 

      鶴房采花 藤井美波 吉田梨絵 小南友里加（トロンボーン） 
      田村佳子（バス･トロンボーン）松尾璃奈（ピアノ）祐成麻奈未（司会） 

入場料：大人 500 円、子ども（19 歳以下）300 円 
応募方法：アウトリーチ・センターのホームページをご覧ください。 

 
「第 41回 子どものためのクリスマス・コンサート ～オルガンと歌で綴るクリスマスの物語～」 
日時：2014年 12月 13日（土）11：00開演（3歳児以上対象） 
会場：神戸女学院講堂 
出演：松居直美（パイプ・オルガン） 
   菊本恭子、小林真奈美（ヴァイオリン）、鬼一薫（声楽）、本学音楽学部生 

入場料：大人 1000円、子ども（3歳～19歳）500円 

応募方法：アウトリーチ・センターのホームページをご覧ください。 

 

♪今後の予定♪ 
 

音楽をお届けします！！ 
 

「アウトリーチ」とは、「一歩踏み出すこと」「手をさしのべること」。 
大学やホールといった従来の枠にとらわれずに社会のさまざまな場にすてきな音楽のプログラムをお届けします。 
 
♪小中学校へ：総合的学習支援プログラムとして、♪病院や美術館へ：催しの趣旨に沿った手作りの音楽プロ 

子どものための楽しい体験学習を！         グラムを、心をこめてお届けします。 
お問い合わせ…神戸女学院大学音楽学部 アウトリーチ・センター（月～金 10：00～15：00） 

〒662-8505 西宮市岡田山 4-1   TEL: 0798-51-8584 FAX: 0798-51-8551 
E-mail：outreach@mail.kobe-c.ac.jp  http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/outreach/ 

編集後記 

今年は新しいスタッフと共に、新体制で学生をサポートしています！（寺澤） 

部屋を模様替えし、新スタッフを迎え、私自身も新しい気持ちで働いています。（藤野） 

4月から勤務しています♪ 一日でも早く仕事を覚えて精進して参ります！（森） 

はじめまして。素敵なコンサートに携わる仕事ができて感謝しています！（中川） 

今年の履修生はよく考えて行動する学生たちなので、後期も楽しみです。（津上） 


